
       講演会

人文書出版と業界再編
──出版社と書店は生き残れるか──
   2017 年５月２４日（水）16:20-18:00　
首都大学東京（南大沢）国際交流会館 中会議室

入場無料、事前予約不要

講師：小林 浩（月曜社取締役・編集者）

司会：西山雄二（首都大学東京准教授）
出版業界は激動期に突入しています。自費出版社が中堅版元を吸収し、新古書店がセレクト書店チェーンを傘下におき、
大手印刷会社が書店や出版社を次々に買収しています。ネット通販会社が取次の大株主となり、IT 関連企業と大出版社が
合併しました。電子出版はジャンルによっては紙媒体の売上を上回るようになり、ネット書店最大手の販売力はリアル書
店最大手のそれを凌駕しています。リアル書店は書籍だけでは売上を維持できず、文具や雑貨の売場、カフェなどを併設
するのが当たり前になりつつあり、このトレンドは図書館にまで影響を及ぼしています。紙媒体の雑誌は広告収入が減少
し、専門書の初版部数もまた減少しています。もはや戦後の従来の体制を維持できなくなりつつある出版界で、出版社は、
書店は、物流は、人文書は、どう変わっていくのでしょうか。著者や読者はそこにどう巻き込まれていくのでしょうか。
出版界に明るい未来はあるのでしょうか。五里霧中とも言える不透明な業界再編の現実について、零細出版社の立場から
証言し、展望します。そして、誰しもが納得しうる万能な解決策の提示ではなく、出版の、書物の原点を再確認したいと
思います。（講師・記）                                   主催：首都大学東京人文社会系フランス語圏文化論教室　Tel: 042 677 2205


